
「看護師の特定行為研修」普及促進セミナーのまとめ

１．日時及び場所 

（１）出雲会場 

日 時：平成 30年 9月 20 日 (木) 13：30～16：30 

場 所：朱鷺会館 中ホール 

参加者：65 名（病院 23名、訪看 10 名、特養 7名、老健 4名、診療所 7名、その他 14 名） 

（２）浜田会場 

日 時：平成 30年 9月 21 日 (金) 13：30～16：30 

場 所：いわみーる 401 研修室 

参加者：30 名（病院 12名、訪看 5名、特養 4名、診療所 3名、その他 6名） 

２．アンケート結果（回収率86%） 

○ アンケートにお答えいただいた 83 名中、69名の方から内容について「理解できた」、「おおむね

理解できた」という評価をいただきました。 

○ 一番印象に残った内容としては、「特定行為研修を受けることで看護の質を高める」、「在宅に向け

ての特定行為看護師の必要性」というようなご感想をいただきました。切手先生、北川先生のご講

演は大変好評でした。 

○ 情報量や進め方に関しては、「ちょうどよかった」、「講演の順次制が考慮されており、理解しや

すかった」というようなご意見をいただきました。 

○ 研修制度を推進する上で必要と考えることについては、「医師の協力と理解」、「指定研修施設が県内

に増えるなど受講しやすい環境づくり、研修受講中の施設への職員派遣サポート等がもっと必要」と

いうようなご意見をいただきました。 

３．当日の様子  


